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液状化対象事業に関する婁覚書

平成 23年 3月 11日の東日本大震叉の斧生から､2年 5カ月が経過 しました｡

この大震災から今 日まで披見自治体の復興に向け多大なご尽力をいただいておりますことに

深甚の敬意を表 します｡

また､現政権では､復興対象費を拡大する方針 を打 ち出されるなど､これまで以上に被災地の

復興 を力強 く加速 させるものと期待 しているところです｡

ついては､昨年 3月 15日に ｢より使い勝手の良い丈付金 となるよう復興交付金制度の内容や

運用の見直 し｣ ｢液状化被害に対する復旧 ･復興事業における特例措置｣などについての妥壁書

を提出しているところではありますが､現在進められております復興事業については､さらに国

と地方が一体 となって迅速に促進すべ きであることから､改めて液状化被見地の現状 をご勘案い
ただき､下記事項について特段のご配慮 をくださいますよう冬空いたします｡

記 

1 被 見地 の復 旧 ･復興 に対 す る長期 的 なえ後 について 

(1)復興え付金制度は､制度妥綱において平成 23年度から平成 27年度 までの 5年間の計画

期間を設定することとなっているが､被災自治体 における復旧 ･復興事業には相当な時間を

蚤することが現実である｡

特に世界的にも類 を見ない既成市街地における広範かつ甚大な液状化被害に対 しては､我

が国の関係学合においても対策工法が十分に確立 されていない状況にあり､現地調査､対策

効果の検証､工事の施工に伴 う影響等について慎重な検討 を行 う必蚤があり､これらの検証

を経て､地権者等に対する理解の促進､費用負担のあり方等についての同意を得 ることが可

能となるものである｡

もとより､被災自治体 においては､一 日も早い復興に向け積極的な取組 を進めているとこ

ろであるが､事業化にあたっては 5年間で事業 を完了することは現実的に困難 な状況にあり

復興交付金事業､市街地液状化対象事業の期間延長 を含めた長期的なえ級 を図られたい｡ 

(2)広範 な液状化被叉地において､市街地液状化対象事業による面的な対象を施すよりも､個々

の住宅の耐震化や宅地の耐震性の向上 を図る方が効率的かつ効果的 と想定 される場合箸に

ついて､被叉自治体が地域の実情に応 じて､より安価 できめ細かな対応が可能 となるよう､

丈級の拡充を図られたい｡

また､叉害時に避難地 としての位置づけがf J:されている学校用地の液状化対象など､希液

状化被害の抑制 に向けた取組について丈後の拡充 を図られたい｡



2 市街地液状化対象事業 における住 民の合意形成 の促進 に向 けて

公共施設 と宅地 との一体的な液状化対嵐工事を実施する場合には､宅地所有者等の費用負担

が生 じるが､もとより被災者は家屋の沈下 ･傾斜修正工事等に対 して多額の負担が斧生 してお

り､当該事業の制度そのものについては､賛成の立場であっても､現実的に更なる費用負担に

より､事業合意に亙らない結果 となることも十分に考えられる｡

ついては､事業実施に向けた住民の合意形成が少 しでもとりやす くなるよう､当該事業に係

る費用の低金利での僚付制度や税制面での優遇措置をは じめ､被災者の個人 負担の軽減に対 し

て十分に配慮 されたい｡

平成 25年8月28日

内閣総理大臣 安倍 晋三 線

蕊
東日本大震災液状化対象自

会 長 汲域県潮来市長 相田 千



構成自治体首長 

(茨城県)

水P市長 高騰 靖

石岡市長 久保田 健一郎

下妻市長 稲葉 本治

高萩市長 草間 音大

取手市長 藤井 信吾

ひたちなか市長 本間 源基

常陸大宮市長 三次 鼻一郎

坂東市長 吉原 英一

神栖市長 保立 一男

つ くばみらい市長 片庭 正雄

大洗町長 小谷 隆亮

大子町長 益子 英明

河内町長 雑賀 正先

攻町長 野村 康雄 

(栃木県)

栃木市長 鈴木 俊美

日立市長

結城市長

常総市長

北泉城市長

牛久市長

鹿嶋市長

那珂市長

稲敷市長

行方市長

小美玉市長

城里町長

美浦村長

ノ＼千代町長

鼻岡市長

吉成 明

前場 丈夫

高杉 徹

豊田 稔

池辺 勝幸

内田 俊郎

海野 徹

田口 ええ

伊藤 孝一

島田 穣一

阿久津 藤男

中島 栄

大久保 司

井田 隆一

上浦市長 中川 清

龍ヶ崎市長 中山 一生

常陸太田市長 大久保 太一

笠間市長 山口 伸樹

つ くば市長 市原 健一

守谷市長 会田 臭-

筑西市長 頻藤 茂

かすみがうら市長 宮嶋 光昭

鉾田市長 鬼沢 様子

泉城町長 小林 安夫

東海村長 村上 達也

阿R J町長 大田 富司男

五霞町長 染谷 森雄



(群馬県)

館林市長 安楽岡 一雄 

(埼玉県)

か須市長 大路 良一 

(千寮県)

千寮市長 熊谷 後人

船格市長 松P 徹

野田市長 根本 祭

東金市長 志賀 直温

柏市長 秋山 浩保

浦安市長 松崎 秀樹

南身総市長 石井 裕

山武市長 椎名 千収

多古町長 菅洋 英毅

横芝光町長 佐藤 晴彦 

(東京都)

中央区長 矢田 真束

江東区長 山崎 孝明

久喜市長 田中 喧二

銚子市長 越川 信一

木更津市長 水越 勇雄

武田市長 小泉 一成

他市長 明智 忠直

八千代市長 秋薯 統一

袖ヶ浦市長 出口 清

匝瑳市長 太田 妥規

栄町長 岡田 正市

東庄町長 岩田 利雄

港区長 武井 雅昭

品川区長 清野 健

市川市長 大久保 博

松戸市長 本郷谷 健次

佐倉市長 嵐 和雄

習志野市長 宮本 泰介

我孫子市長 星野 順一印

印西市長 板倉 正直

香二晩市長 宇井 成一

神崎町長 石梅 坪-

九十九里町長 川島 伸也

墨田区長 山崎 昇

大田区長 松原 忠義



北区長 花川 輿惣太 足立区長 近藤 弥生 葛飾区長 青木 丸徳

江P川区長 多田 正R J 

(神奈川県)

横浜市長 林 文子 川崎市長 阿部 孝夫




